
東海第二発電所 工事計画審査資料 

資料番号 工認-977 改 0 

提出年月日 平成 30年 7 月 31 日 

 

 

N
T
2
 
補
③

 Ⅴ
-
3
-9
-
2
-2
-
5
-4
 
R
0 

本資料のうち，枠囲みの内容は，

営業秘密又は防護上の観点から 
公開できません。 

Ⅴ-3-9-2-2-5-4 付属設備の管の応力計算書
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まえがき 

 

 本計算書は，添付書類「Ⅴ-3-1-6 重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラ

ス２支持構造物の強度計算の基本方針」及び「Ⅴ-3-2-11 重大事故等クラス２管

の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

 評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号

及び略語については，添付書類「Ⅴ-3-2-1 強度計算方法の概要」に定義したもの

を使用する。 
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1. 概要 

本計算書は，添付書類「Ⅴ-3-1-6 重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構

造物の強度計算の基本方針」及び「Ⅴ-3-2-11 重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基

づき，管についての計算を実施した結果を示したものである。 

(1) 管 

工事計画記載範囲の管における，最大応力評価点の評価結果を解析モデル単位に記載する。

また，全６モデルのうち，最大応力評価点の許容値／発生値（裕度）が最小となる解析モデル

を代表として鳥瞰図，計算条件及び評価結果を記載する。代表モデルの選定及び全モデルの評

価結果を 5.に記載する。 
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2. 概略系統図及び鳥瞰図 

2.1 概略系統図 

 

概略系統図記号凡例 

 

記  号 内    容 

  

 （太線） 工事計画記載範囲の管のうち，本計算書記載範囲の管 

（重大事故等対処設備） 

  

 （太破線） 工事計画記載範囲の管のうち，本計算書記載範囲の管 

（設計基準対象施設） 

  

 （細線） 工事計画記載範囲の管のうち，本系統の管であって他計算

書記載範囲の管 

  

 （破線） 工事計画記載範囲外の管又は工事計画記載範囲の管のう

ち，他系統の管であって系統の概略を示すために表記する

管 

  

 

鳥瞰図番号（鳥瞰図，計算条件及び評価結果を記載する範

囲） 

  

 

鳥瞰図番号（評価結果のみ記載する範囲） 

  

 

アンカ 

  

[管クラス] 

DB1 

DB2 

DB3 

DB4 

SA2 

SA3 

DB1/SA2 

DB2/SA2 

DB3/SA2 

DB4/SA2 

 

クラス１管  

クラス２管 

クラス３管 

クラス４管 

重大事故等クラス２管 

重大事故等クラス３管 

重大事故等クラス２管であってクラス１管 

重大事故等クラス２管であってクラス２管 

重大事故等クラス２管であってクラス３管 

重大事故等クラス２管であってクラス４管 

 







N
T
2

補
③

V
 -

3
-9

-2
-2

-5
-4

 
R
O 

切

区
P
E
D
-
P
D
-
l
O
O
A
 (
S
A
) 

(1
/

2
) 



N
T
2

補
③

V
 -

3
-9

-2
-2

-5
-4

 
R
O 

cr:,
 

区
P
E
D
-
P
D
-

lO
O
A

 (
S
A

) 
(2

/
2
) 











 

11 

 
N
T
2
 補

②
 Ⅴ

-
3-
9
-
2-
2
-
5-
4
 
R
0 

4. 評価結果  

下表に示すとおり最大応力はすべて許容応力以下である。 

 

重大事故等クラス２管 

設計・建設規格 PPC-3520 の規定に基づく評価 

鳥瞰図 
最大応力 

評価点 

最大応力 

区分 

一次応力評価(MPa) 

計算応力 

Ｓｐｒｍ(1) 

Ｓｐｒｍ(2) 

許容応力 

1.5Ｓｈ 

1.8Ｓｈ 

PED-PD-100A 9 Ｓｐｒｍ(1) 43 190 

PED-PD-100A 9 Ｓｐｒｍ(2) 43 228 
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